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前
線
が
北
上
す
る
季
節
と
な
り
、

当
社
で
は
新
卒
者
二
名
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、
三
月
二
十
六
日
午
前
に 

豊
岡
本
社
会
議
室
で
、
社
長
を
は
じ
め

幹
部
社
員
及
び
当
日
在
社
し
て
い
る

社
員
が
参
加
し
て
入
社
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

     
 

当
日
は
社
長
か
ら
「
世

の
た
め
人
の
た
め
に
な
る

仕
事
を
し
よ
う
」
と
の
激

励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
新
規
採
用
者
二
名
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
工
事
課
長
か

ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、

最
後
に
採
用
者
二
名
各
々

か
ら
「
何
に
で
も
ト
ラ
イ

し
頑
張
り
ま
す
。」
と
の
誓

い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

採
用
者
二
名
は
い
ず
れ

も
兵
庫
県
出
身
で
南
九
州 

大
学
で
造
園
を
学
び
、
当
社
に
採
用
と
な

っ
た
者
で
、
社
内
研
修
及
び
実
地
研
修
で

仕
事
を
学
ん
だ
後
、
現
場
技
術
者
と
し
て

当
社
の
顔
と
な
り
ま
す
。 

 

全
社
員
が
新
規
採
用
者
二
名
に
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

   

加
古
川
市
出
身
・
今
津
大
介 

 

㈱
西
村
風
晃
園
に
入
社
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
社
会
人
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
ま
で
学
生
時
代
に
学
ん
で

き
た
事
を
活
か
す
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
私
は
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
無

事
に
社
会
人
に
な
れ
た
喜
び
も
あ
り

ま
す
が
、
正
直
、
自
分
も
先
輩
方
々
の

よ
う
に
仕
事
が
出
来
る
か
不
安
で
一

杯
で
す
。
ど
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も

打
ち
勝
ち
、
㈱
西
村
風
晃
園
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
し
て
行
き
ま
す
。 

 

加
古
川
市
出
身
・
中
村
允
誉
志 

 

僕
は
、
㈱
西
村
風
晃
園
に
入
社
し
、

現
場
等
を
通
じ
多
く
の
事
を
学
び
、
社

会
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
成
長
し
、
㈱
西

村
風
晃
園
の
社
員
と
し
て
恥
じ
る
事

の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
誇
り
を
持
ち

日
々
を
精
一
杯
頑
張
り
、
社
会
に
貢
献

し
ま
す
。 
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「辞令を受ける新入社員たち」 
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今
年
で
八
年
目
を
迎
え
る
春
の
植

木
市
が
、
四
月
七
日
か
ら
五
月
二
十
一

日
ま
で
の
間
、
豊
岡
本
社
構
内
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
延
べ
七
千
人
の
お
客
様
に
、

全
国
各
地
か
ら
厳
選
し
た
植
木
や
季

節
の
花
を
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
今
年
も
昨
年
を
う
わ
ま
わ
る
ペ
ー
ス

で
お
客
様
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
す
。 

       

当
社
で
は
、
国
土
交
通
省
姫
路
河
川

国
道
事
務
所
が
主
催
す
る
チ
ガ
ヤ
草

原
創
出
研
究
会
に
参
加
し
、
平
成
十
二

年
に
チ
ガ
ヤ
草
原
創
出
の
手
引
き
が

発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
チ
ガ
ヤ
に
つ

い
て
の
研
究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
七
年
が
経
過
し
、
当
社
の

発
祥
地
、
豊
岡
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う 

                  

中
、
災
害
関
連
の
河
川
改
修
等
の
工
事

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

チ
ガ
ヤ
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
地
域
作
り
を
目
指
す
但
馬

地
域
に
お
い
て
「
人
の
生
活
と
結
び
つ

い
た
場
所
に
広
く
分
布
し
」
「
多
く
の

動
植
物
と
共
存
共
生
す
る
」
「
風
土
に

な
じ
ん
だ
草
地
の
景
観
を
創
る
」
「
地 

                          

で
お
客
様
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
客
様
か
ら

「
豊
岡
市
内
に
植
木
を
見
る
場
所
が

無
い
」
と
の
多
く
の
声
を
聞
き
、
植
栽

適
期
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

毎
回
訪
れ
る
お
客
様
も
多
く
、
地
域
に

根
ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

 

是
非
ご
来
場
下
さ
い
ま
す
よ
う 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

下
茎
を
発
達
さ
せ
、
表
土
を
保
つ
力
が

強
い
」
等
の
特
徴
が
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
育
む
植
物
と
し
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
円
山
川
流
域
か
ら
採
取
し
た

種
で
苗
を
作
る
等
風
土
の
種
に
こ
だ

わ
り
、
水
生
植
物
等
を
活
用
し
た
植
生

復
元
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 

地
域
風
土
に
あ
っ
た
植
生
が
人
に

優
し
く
、
動
植
物
に
も
優
し
い
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
㈱
西
村
風
晃
園
は
進
ん
で

行
き
ま
す
。 

 

チ ガ ヤ 草 地 季 節 の 花 コ ー ナ ー 

 

植 木 販 売 会 場 
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年
度
末
が
過
ぎ
た
四
月
十
三
日
、
営

業
部
門
が
主
催
し
、
多
自
然
工
法
の
研

修
を
円
山
川
沿
い
の
豊
岡
本
社
会
議

室
で
社
員
十
名
と
植
生
復
元
に
興
味

の
あ
る
地
元
の
方
数
名
が
参
加
し
、
講

師
に
は
、
今
後
、
多
自
然
工
法
に
つ
い

て
の
研
究
・
普
及
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
当
社
と
の
共
同
で
取
り
組
む
こ
と 

      

と
な
っ
た
、
エ
ス
ペ
ッ
ク
ミ
ッ
ク
株
式

会
社
山
口
氏
を
招
き
研
修
会
が
開
催 

                  

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
地
元
種
を
用
い
た
多
自
然

工
法
に
よ
る
植
生
復
元
事
例
や
多
自

然
川
づ
く
り
、
堤
防
・
法
面
の
緑
化
、

ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
二
時
間
に
わ
た
り

熱
心
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
地
元
の
方
は
「
こ
の
よ 

                  

う
な
手
法
で
地
元
の
川
が
自
然
に
帰
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
し
た
工
事
部
門
社
員
は

「
地
元
に
自
生
す
る
種
で
こ
の
よ
う
な

自
然
復
元
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
仕

事
に
自
信
が
持
て
ま
す
。
是
非
、
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
当
社
で
は
地
域
の
在
来
植
生
復

元
に
向
け
、
地
域
種
に
こ
だ
わ
る
植
生
を

目
指
し
、
取
組
を
強
化
し
て
行
き
ま
す
。 

    

昭
和
五
十 

七
年
八
月 

兵
庫
県
朝 

来
市
生
ま
れ 

豊
岡
本
社 

所
属 営

業
と
し
て

た
だ
今
修
行
中
、
笑
顔
が
光
る
営
業
の 

ホ
ー
プ
！ 

但
馬
の
ど
こ
か
で
見
か
け
ら
れ
た

ら
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。 

 

熱 心 な 参 加 者 た ち  
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コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
の
た
め
、

昨
年
建
て
ら
れ
た
豊
岡
市
河
谷
地
区

の
人
工
巣
塔
（
鉄
製
、
高
さ
十
三
㍍
）

で
、
平
成
十
九
年
の
初
出
勤
と
な
る
一

月
六
日
、
河
谷
区
と
当
社
が
共
同
で
巣

を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
九
月
に
人
工
飼
育
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
四
羽
が
近
く
の
河
谷
放
鳥
拠
点

か
ら
放
鳥
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
繁
殖

シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
人
工

巣
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

当
社
は
造
園
技
術
を
生
か
し
て
、
こ 

          

    

れ
ま
で
も
巣
づ
く
り
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
も
関
係
機
関
か
ら
の
要

請
に
対
し
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
」
と

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
協
力
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
巣
材
と
な
る
枯
れ
木
な

ど
は
河
谷
区
民
の
方
々
が
裏
山
で
集

め
ま
し
た
。 

巣
づ
く
り
は
午
前
中
の
初
出
式
の

後
、
工
事
部
門
を
中
心
に
午
後
一
時
過

ぎ
か
ら
始
ま
り
、
河
谷
区
民
が
見
守
る

中
、
当
社
社
員
二
名
が
高
所
作
業
者
の

ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
、
一
本
づ
つ
丁
寧 

に
枯
れ
木
を
設
置
し
、
直
径
二
㍍
の
巣

を
約
２
時
間
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。 

 

同
地
区
の
裏
山
は
昭
和
三
十
年
代

ま
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
巣
づ
く
り
を

し
た
場
所
で
、
地
元
の
六
十
歳
代
の
男

性
は
「
こ
の
巣
で
ヒ
ナ
が
誕
生
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

当
社
で
は
今
後
も
地
域
貢
献
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 

     

当
社
の
関
連
会
社
、
有
限
会
社
晃
が

出
資
す
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
羽
ば
た
く
会

株
式
会
社
」
は
、
豊
岡
市
が
建
設
し
た

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
」
と
命

名
し
ま
し
た
。
環
境
と
経
済
が
両
立
を

目
指
す
試
み
と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
地

元
産
品
や
環
境
に
優
し
い
商
品
を
提

供
し
、
情
報
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
開

設
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
桜
の

便
り
が
届
き
は
じ
め
た
三
月
二
十
一
日 

        

オ
ー
プ
ン
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

当
日
は
中
貝
市
長
を
は
じ
め
開
設

ま
で
に
ご
尽
力
し
て
頂
い
た
皆
様
約

七
十
人
が
出
席
、
中
貝
市
長
は
「
今
や

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
象
徴
に
農
業
が
再
生

し
、
農
産
物
が
売
れ
て
環
境
と
経
済
が

両
立
す
る
具
体
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
で
も
う
け
れ
ば
、
環

境
を
良
く
し
生
計
が
成
り
立
つ
こ
と

に
な
る
。
大
い
に
活
躍
を
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

当
社
で
は
、
今
後
も
有
限
会
社
晃
と

共
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
の
経
営
に
協

力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

豊
岡
に
お
越
し
の
際
は
是
非
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を
ご
見
学
に
来
て

下
さ
い
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
の
店
員
一

同
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

河谷地区で人工巣塔の上に巣材設置  

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗 

桜
の
便
り
と
共
に 

オ
ー
プ
ン 

３月２１日オープン 
「コウノトリ本舗」 

巣
塔
に
巣
材
を
設
置 

 

コ
ウ
ノ
ト
リ
繁
殖
に
期
待 
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年
度
末
が
過
ぎ
、
余
韻
が
残
る
四
月

十
三
日
、
営
業
部
門
が
主
催
し
、
多
自

然
工
法
の
研
修
を
円
山
川
沿
い
の
豊

岡
本
社
会
議
室
で
社
員
十
名
と
植
生

復
元
に
興
味
の
あ
る
地
元
の
方
数
名

が
参
加
し
、
講
師
に
は
、
今
後
、
多
自

然
工
法
に
つ
い
て
の
研
究
・
普
及
に
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
当
社
と
の
共
同 

      で
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
、
エ
ス
ペ

ッ
ク
ミ
ッ
ク
株
式
会
社
山
口
氏
を
招 

                  

き
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
地
元
種
を
用
い
た
多
自
然

工
法
に
よ
る
植
生
復
元
事
例
や
多
自

然
川
づ
く
り
、
堤
防
・
法
面
の
緑
化
、

ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
二
時
間
に
わ
た
り

熱
心
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
地
元
の
方
は
「
こ
の
よ
う 

                 

強
い
」
等
の
特
徴
が
あ
り
、 

な
手
法
で
地
元
の
川
が
自
然
に
帰
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
し
た
工
事
部
門
社
員
は

「
地
元
に
自
生
す
る
種
で
こ
の
よ
う
な

自
然
復
元
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
仕

事
に
自
信
が
持
て
ま
す
。
是
非
、
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
当
社
で
は
地
域
の
在
来
植
生
復

元
に
向
け
、
地
域
種
に
こ
だ
わ
る
植
生
を

目
指
し
、
取
組
を
強
化
し
て
行
き
ま
す
。 

    

昭
和
五

十
七
年
８

月 

兵
庫
県

朝
来
市
生

ま
れ 豊

岡
本

社
所
属 

営
業
と
し
て
た
だ
今
修
行
中
、
笑
顔
が

光
る
営
業
の
ホ
ー
プ
！ 

但
馬
の
ど
こ
か
で
見
か
け
ら
れ
た
ら

声
を
掛
け
て
下
さ
い
。 

「熱心な参加者たち」 

 

  


